
◆開催日時

2023年7月4日（火）13︓00〜17︓00

◆対象︓ 企業のサステナビリティ／CSRに関連する責任者、実務担当者、新任担当者など。

◆定員︓ 8名（1社について2名様以内でお願い申し上げます。）
※定員になり次第締め切ります。
※同業他社の方のご参加につきましては、誠に恐縮ながらご遠慮願います。

◆参加費⽤︓15,000円（税込）／名 ※請求書を発⾏させていただきます。

◆会場︓ オンライン︓Zoom（申し込みいただいた方にアクセス情報をお伝えします。）

◆主催︓ 株式会社クレアン

◆お問合せ︓株式会社クレアンセミナー事務局 Eｰmail/application@cre-en.jp

◆お申込︓ 下記URLよりお申込みください。もしアクセスできない場合は、
お手数ですが【application@cre-en.jp】まで、ご連絡ください。
https://forms.gle/VGDmRBYV6Erc3V7e9

講座概要

サステナビリティ基礎講座
－ 全体の理解から実践まで －

SDGsやESGをはじめとした考え方が普及するに伴い、多くの企業でサステナビリティに
ついて検討する機会が増えています。その中で様々な方がサステナビリティと関係を持ち、
取り組みを⾏う必要が⾼まっています。

株式会社クレアンでは、企業のサステナビリティ／CSR推進担当になったばかりの方や、
サステナビリティに関する直近の動向をもう⼀度整理して業務に⽣かしたいとお考えの
方々を対象として、サステナビリティ基礎講座を開催しています。サステナビリティ／
CSRに関わられたばかりの方でも、潮流を知り、日々の業務にスムーズに⼊っていけるよ
うに、前半では『サステナビリティの基本的な考え方から実践』、後半では『レポーティ
ングを含めた社外への情報開示について』の解説をいたします。

ぜひこの機会をご利⽤いただき、企業活動にとって必要不可⽋なサステナビリティの理解
を深めていただければ幸いです。



講座内容

講師

講義を通じて、以下の論点に対する理解を深めていただきます。

＜前半＞ サステナビリティの基本的な考え方から実践
・サステナビリティとはなにか
・サステナビリティ対応が求められる背景（SDGs/ESGの動向も含む）
・ステークホルダーに対する考え方
・さまざまなサステナビリティの論点と関連指標（GRI、ISO26000、国連GC、SDGs等）
・社内外のマネジメント（社内のPDCA、サプライチェーンマネジメント等）

＜後半＞ レポーティングを含めた社外への情報開示について
・社会から求められる情報開示とは
・サステナビリティレポートが果たす役割
・レポーティングの潮流
・レポートの作り方／社内の合意形成の取り方

IBMビジネスコンサルティングサービス
株式会社（現・日本IBM）にて財務・会
計分野のコンサルティング業務に従事。
クレアン⼊社後、サスティナビリティを
経営に組み込むためのコンサルティング
および、サステナビリティレポートや統
合レポートなどの情報開示支援などに従
事。明治大学法学部、英国ブラッドフォ
ード大学大学院修士課程（紛争解決学）
修了。

冨田洋史
株式会社クレアン
グループマネジャー/コンサルタント

秋山映美

株式会社クレアン
コンサルタント

国内で⼈権の取り組みを⾏っているNPO
法⼈に勤務した後、外資系化粧品会社に
てCSR部署の⽴ち上げに携わり、CSR・社
会貢献に関する広報、活動推進、CSR調
達に関するアドバイス等を担当。クレア
ンにて、⼈権およびサプライチェーンマ
ネジメントを中心にサステナビリティに
関するコンサルティングに従事。明治大
学大学院法学研究科修士課程修了（刑事
訴訟法専攻）。レゴ®シリアスプレイ®
メソッドと教材活⽤トレーニング修了認
定ファシリテーター。


